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チューリツプ球根の貯蔵に関する研究

吉野蕃人・渡部和夫（附属農場）

　　Sh工geto　YOS耳INO　and　Kazuo　WAT珊ABE

Studies　on　th6Storage　Cond並ions　of　Tu1ip　Bu1b

　　　　　　　　　繕言　　莫の結果仕上球では8月25日を花芽分化完了期，小球
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　では球数の約70～80％程度しか花芽分化しないので，調
　チユーリツプの球根生産上，種球の貯蔵条件が翌年の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　査完了球の70～80％程度花芽分化した時をもつて一応花
生産力に及ぼす影響について，先に筆者の一人吉野は倉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　芽分化期とみなして9月5日とした。これに基ずき全親
岡氏と共に小球性晶種について調査した。其の報文中小
離晶種では貯蔵条件より栽培条件の方が球根肥大の上　間は7月11日～10月／ろ日・花扮化後は仕上球では8月25

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日～10月13日，小球では9月5日～10月／3日とした。
には優先することを述べ，大球性品種では其の影響の大
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　貯蔵方法はポリェチレン’製密封容器を用い，多湿区は
きくあらわれる可能性についてふれた。今回は大球性品
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　底部に水を入れて湿度を95んg8％，乾燥区は生石灰を入
種の内Wiuia皿I）i杭を用い最も適切な貯歳を行う資料を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れて湿度を55～60％に保持した。一
見出すために，貯蔵条件によつて起る種々の現象につい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　処理区ぱ全期間20oO多湿区，全期間20oC乾燥区，全期
て調査を行つた。

　本実験を行うに当り終始懇切な御指導を頂いアこ天野農　　間25℃多湿区・全期間25．O乾燥区・全期間30．C多湿区・

場長並びに稿を起すに当り種々御助言を頂いた内藤助教　　全期間3ぴO乾燥区・花芽分化後2ぴO多湿区・花芽分化後

授に併せ深く謝意を表する次第である。　　　　　　　　　20．O乾燥区・花芽分化後25◎O多湿区・花芽分化後25．O乾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　燥区，花芽分化後30◎O多湿区，花芽分化後30oC乾燥の12
　　　　　　　実験材料及び方濫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区とした。1区当り50球を使用し，それぞれ貯蔵条件を

　1956年島根農科大学附属神西農場（海岸性砂丘地）で生　　異にしたものを／956隼10月／4日一様に神酉農場に植付け

産したD蛆win種のWi11ia㎜lPi枕仕上球（15．0士0二59）及　　た。

び小球（9．5土0．59）を用いた。先づ貯蔵処理を7月11日　　　栽培は当堆の栽培親準にもとずき，肥料は反当窒素8

より植付迄の全期間行う区と自然状態で花芽分化後処理　　貫，燐酸17貫，加里10貫を施した。

する区を作るため，7月1日より花芽分化過程を1週間毎　　　花芽分化中の気象状態は第1表の如くであつた。

に5球づ㌧調査した。

　　　　　　　　　　　　　　　　第1表　花芽分化中の気象（1956）

最低平均

空申湿度

7　　　月 8　・　　　　　月 ‡g　　　月
ろ1

4 ・i・ ／l ・i ろ1 ・1・1 6 li ・1 ・1・1・

最高平均O 31．0 30．2 30．0 28．1 34．3 ろ1．9 33．6 28．8 24．2 24．4 3／．7 32．6 25．9 23．2 26．2

最低平均O 23．1 22．5 24．1 2ろ．5 21．9 23二8 23．3 19．0 17。ア 18，0 20．9 20．9 17．4 16．2 1ア．4

空申湿度％ 70，2’70，2 72．2 62田5 63．8 63．8 72．0 64．6 81．8 93，9 7ア．8 89．0 89．5 93．6 88．0
平　均蒸発量皿㎜

7．1 5，7 5．0 8．1 8．2 6．9 6．6 5．3 2．2 1．5 6．7 5。ろ 3．3 ／。8 2．5

26．2
1ア．4

88．0

2．5

　　　　1……1～5日　弓’…u二15目
　　　　2・……・6～ユO日　　　　6””””26～31目

　　　　　　　　実　験結　果

　工　賠蔵条件による球根童墨⑳滅量歩合

　仕上球仕上球の滅量歩合は第2表の如く，多湿区と

乾燥区との間に甚だ大きな差があり，乾燥区の湿度が55

～60％であることより球根内の水分を強奪したことを示

している。20oO，25◎C，30oCの温度間の差は多痘区のもの

では高温になる程滅量率が高く，低温に比べて呼吸作用

が盛んになり，自体の養分の消耗を来していることを示
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第2表 貯蔵中の減量歩合

貯　蔵　区　分

全期間20oC多湿
全期間20oC乾燥
花芽分化後20．O多湿

花芽分化後20．O乾燥

全期間25．O多湿
全期間25．O乾燥
花芽分化後25◎O多湿

花芽分化後25．C乾燥

全期間30．C多湿
全期間30．O乾燥
花芽分化後3rO多湿
花芽分化後3rC乾燥

仕　　　　　上 球
一球当種球重量（g）

貯蔵前1貯蔵後
15，6

／5，3

15，2

15，3

15，1

15，6

15，0

15，5

15，2

15，3

15，3

15．4

15，6

12，3

14，6

13，2

14，8

12，3

14，3

12，7

14。ア

12，7

14，2

13．4

滅
歩

皇
合（％）

　0

19．3

3，9

13．7

1，7

21．1

4，9

18．1

2，9

17．0

7，2

14．9

小　　　　　　　　　　球
　一球当種球重量（9）

貯蔵前1．貯蔵後
9．6

9．ア

9．8

9．6

9．5

9．5

9．5

9．7

9．8

9．8

9．7

9．6

9．5

ア．6

9．0

8．0

9．2

7．1

8．5

7．7

9．5

7．6

8．5

7，9

減　　量
歩　　合（％）

1，0

21．6

8，2

16。ア

3，2

25，3

10，5

20．6
4．1

Z2，2

12，4

17．7

している・しかし乾燥区間では25．O区のものが最も減　　と同じ傾向である。

量率が高い結果を示し・貯蔵中の水分の滅量以タトに体　　　　皿　貯蔵条件がNOSE及ぴ中心内仔蹴二与えた墨鰹

内成分の変化にもとずく滅量のあることがうかゾわれ　　　葉と花器を合むNOSe及び内仔球は球根の貯蔵養分に

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　より貯蔵中においても除々に生育する。この間における

小瞭・・仕上球に比較して全般的に減量率が高く，球根　　小球の貯蔵条件の影響は第3表の如くである。NOSEの伸

が小さくなる程湿度の影響を受けやすくなることを示し　　長は低温多湿区程良好であり，花蕾及ぴ中心内仔球の発

ている。小球においても仕上球と同様に多湿区と乾燥区　　育はNOSEの発育と比例するので，これらも同様に低温

の間の差が大きく乾燥区のものが甚だ滅量率が高い。　　　　多湿区程進んでいアこが20．O乾燥区のものも稿々低温多湿

叉多湿区間，乾燥区間の各温度に対する滅量も仕上球　　区につぎ進んでいた。

　　　　　　　　　　　　　第3表　　貯蔵条件とNose及び中心内仔球の発育
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（／1月14日）　　　　（小球）

貯蔵区分

全

全

花芽分化後20．C多湿

花芽分化後20oC乾燥

全

全

花芽分化後

花芽分化後

全

全

花芽分化後

花芽分化後30．C乾燥1

ノ　　←　　ズ　　（固雌）

長　　　　巾 厚

中心　内　仔球（岨鵬）

長’ 巾　　　　厚

花　蕾　（魎魎）

花　茎

全期間20．C多湿 28．5 4．6 4．6 3．2 3．2 1．4 8。ろ 3．1

全期間20．C乾燥 22．ろ 4．5 4．5 2．8 3．2 1．4 8．5※ 3．3

花芽分化後20．C多湿 2ア。9 4．1 4．2 3．6 3．0 1．5 8．1 3．0

花芽分化後20oC乾燥 26．1 4．5 4．7 3．1 3．0 1．3 9．1※ 3．3

全期間25．C多湿 23．7 4．4 4．6 2．9 3．2 1，2 8．2 3．0

全期間25．C乾燥 1ア。5 3．5 3．7 2．6 3．0 1．2 6．1 2，4

花芽分化後25．q多湿 24刀 4．4 4。ろ 2．8 3．0 1．1 8．7 ろ曲1

花芽分化後25．C乾燥 22．3 4．2 4．3 2．4 3．0 1．2 7．8 2．9

全親間30．C多湿 14．5 2．9 2．8 2．3 24 1．0 2．7 1．6

全期間30．C乾燥 10．8 2．8 2．9 ／．8 2．0 1．1 3．1 1，6

花芽分化後30．C多湿 17．7 4．1 4。ろ 2．4 2．9 1．1 」6．9・ 3．0

花芽分化後3rC乾燥1 17．2 4。ろ 4。ろ 2．2 2．4 1．0 6．5 3．8

※花弁の長さが雄芯に比藪して短く・其の為雄芯カs花弁上に甚だ高く突出している◎．

　皿　賠蔵条浄と裾芽形成率

貯蔵条件と花芽の形成率は第4表の如くである。小球

では自然貯蔵の場合大体70～80％程度しか花芽分化を行

わず残りは葉芽のみの形成で終り所謂一枚葉となつて開

花せずにしまう。第4表の如く低温区程花芽形成率が低

く，特に全期間20◎O多湿区のものは甚だ低率であつた。

25oC，30．C区では全期間乾燥の方がむしろ多湿区より低

率な傾向にある。この温度下で大球での短期間の乾燥は
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第4表 貯蔵条件と花芽形成率Wu1a皿P枇小球

一63一

，
全
期
間
2
0
℃
1
多
湿

全期間花芽分化花芽分化 全期間全期間花芽分化花芽分化全期間全期間 花芽分化
後

花芽分化
20．C 後 25℃ 25oC 後 後 30oC 30oC 後 後
乾燥 20oC多湿 20．O乾燥 多湿 乾燥 25oO多湿 25．C乾燥多湿 乾燥 3びO多湿 3ぴC乾燥

調　　査　　数 56 62 52 56 58 52 60 58 52 60 56 48

花芽形成数 ／4 24 42 46 30 22 40 46 46 40 42 40

花芽形成率 25．0 38．7 80．8 82．／ 51．7 42．ろ 66．7 79．6 88．5 66．7 75．0 83．3
％

花芽分化

3ぴC乾燥

花芽促進の効果を来たすが，小球においては長期間の乾　　　　　第5表貯蔵条件と地上部の生育（仕上球）

燥では球根を消耗させ花芽分化を阻止する方向に働いた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第一葉　第一葉
結果を示している・　　　　　　貯蔵区分発芽期開花期㌔鳶馳魎。細・
　皿　地上部の生育　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　舳　　月同
　佳上瞭・・地上部の生育は第5表の如くである。発芽期　　全　期　間　2．8　4．22　40，5　2／．9　　6，9
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20．C多　湿
は植付時のNOSEの伸長度に大体比例し・全期間20．O多　　全　期　間
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2画†4　　4．19　　42，9　　　21．1　　　　9，2
湿区，花芽分化後20σC多湿区，全翔間20て乾燥区，全期　　20．O乾燥

間鮒多湿区，花芽分化鮒・乾燥区茅花芽分化鮒弼㌢彊川・・・・…　舳・司・

C多湿区；全期間25．C乾燥区1全期間30℃多湿区・花芽分　　花芽分化後　2，174．20　42，2　22．5　　8，5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20．O　乾燥
化後25．C乾燥区争花芽分化後30oO多湿区，全期間30．C乾燥
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全期間2，154．2637，222．6　7．4
区，花芽分化後∬C乾燥区の順に地上部に発芽して来た。　25．O多湿
　しかしながら其の後の生育は同じ処理温度の多湿区よ　　全　期　間　2，204，2ろ　35，4　21．3　　8，8
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25．O　乾燥
り乾燥区の方が甑第5表の様な開オピ期となり全期間　花好化後。．1。。。。。。。芭。。。。。■ア臼。
20．C乾燥区が最も早く開花し，花芽分化後30．C多湿区が　　25oO　多湿

最1遅れて開花し㍍　　　　　　寮繁震・週蝸・1…λ・…
草丈においては開花期前後の降雨などの関係もあつて　全期間。。。。。。多。。。。。。。。。．1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3ぴO　多湿温度間には一つの瞑向があらわれなかつたが，湿度間で　　　　　　　　　　　　　※
は稽乾燥区の方が伸びが良順向をこあつた。　　奈。稚乞躍・パ・…仏・・・・・…

　チューリツプの第2葉・第3葉は第／葉に比例するの■　花芽分化後　3．14．29　39，0　19．6　　ア。3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30．O多　湿
で，第一葉の長さ及び巾を調べた。その結果葉長では温
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　花芽分化後　3．64．27　44，3　24．0　　7．3
度間の差は草丈と同様に一つの傾向があらわれなかつた　　3rO　乾燥

が，湿度間では多湿区の方が乾燥区より僅かに長い傾向　　　　　　※印の区の花は雄芯の発育不完全’

　　　　　　　　　　　　第6表　貯蔵条件と蒐上部の生育（小球）

開

貯　蔵　区　分
　　　　　　　　　発芽剛開花期

　　　　　　　　　　　　　　月日
全期間20．C多湿　　2．12
全期間20．C乾燥　　2．17
花芽分化後20．C多湿　　2．15
花芽分化後20．C乾燥　　2．21

全期間25．O多湿　　2．20
全期間25．C乾燥　　2．24
花芽分化後25．C多湿　　・2．21

花芽分化後　25．C乾燥　　　　ろ。1

全期間孤C多湿　　2．28
全期間30◎O乾燥　　3．8
花芽分化後ろrO多湿　　3。ろ

花芽分化後30◎O乾燥’　　3．8

月　日

4，24

4．2／※

4，26

4，23

4，27

4，25
4．2ラ

4，26

4．29※

4．27※

4，30

4．28

花　　　　　　株

草加・1第一誌

38，4

39，1

36，5

35，5

37，6

35。ろ

39，7

38，3

41．6

4ろ。5

39，8

4／。9

21．5

121，2

20，9

17，3

21，4

20，8

21，5

21，6

24，0

23，3

21，4

21．4

第一葉巾
　　（8晒）

6．6

8．5

5．／

6．4

．6．6

7．5

6．7

7．1

4．9

5．9

6．7

6．2

未　開　花　株

葉長（卿）

24，2

21，6

25，9
25，／

26芭1

葉巾（独）

7，7

1／。2

9．ア

1／。2

9．0

※印の花は雄芯の発育不完全
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にあつた。

　葉巾では顕著な差が生じ，一般に低温乾燥区の方が葉

巾広く，叉同温度下では多湿区に比べて乾燥区の葉巾が

広くなつた。

小球…地上部の生育は第6表の如くである。発芽期其

の後の伸長，開花等は仕上球と同様な差が生じた。

草丈，第一葉長については仕上球の時の様な傾向は見

　　　　　　　　　　　　　　　第7表　貯曄条

　られなかつたが，第一葉巾については仕上球同様に低温

乾燥区が広く，同温度下では多湿区に比べて乾燥区の葉

　巾が広く，未開花株の一枚葉では特にその差が顕著であ

　る。

　　V　牧　　　　嚢

　　仕上酵貯蔵条件と収量との関係は第7表の如くであ

　る。即ち分球数においては全期間209C乾燥区，花芽分化

件　と　収　量（仕上球）

貯蔵　区分

全　期　固
20．C多　　湿
全　　期　　間
20◎C乾　　燥

花芽分化隻
20．C多　　湿

花芽分化後
20．O乾　　燥
全　　期　　間
25◎O多　　湿
全　　期　　間
25oO乾　　燥

花芽．分化後
25◎O’多　　湿

花芽分化後
25．C乾　　燥

全　瑚　間
ろrC多　　湿
全　　期　　間
3rC乾　　燥

花芽分化後
30．O多　　湿

花芽分化後
3rO乾　　燥

収穫球根総
重量
（50株）（g）

1，6／9

1，971

1，669

1，995

1，646

1，775

2，043

2，0／8

2，022

2，023

1，844

1，623

中心内仔球

平均皆1肥
収穫株数に対する規格別割合％

27．28

32．95

28．20

ろ／。77

27．80

31．0ろ

32．95

31．25

24。ア6

22．98

23．20

22．6／

31．7

83．3

66．7

94．4

62．5

7／。4

79．0

63．／

2ア．8

27．5

25．0

40．0

1ぼ211拡1118二10｝8

58．3

16．ア

202

／8．8

／4．3

21．0

31．6

27．8

27．8

30．0

20．0

5．5

11．1

12．5

14．3

5．3

50．0

50．0

45，0

6．7

11．1

／／。／

・11．1

6．3

7．1

15．8

10．5

アア．8

52．ろ

50．0

60．0

41．7

33．4

44．4

61．1

50．0

35．7

57．9

73．7

38．9

72．2

60．0

73．ろ

3工61亘c判合計

100．0

172．2

83．3

100．0

87．5

114．3

94．7

105．3

52．3

50．0

90．0

73。ろ

33。ろ

33．3

27，8

16．7

68．8

64．3

47．4

57．9

33．3

66．7

35．0

33．3

2ア5．0

350．0

261．0

294．4

306．4

321．4

315．8

弘7．4

307．9

346．5

335．0

306．6

里弗
㍍穫株

100．0

100．0

94．4

105．5

94．8

100．0

100．0

100．0

105，6

105．3

／00．0

66．7

後25．C乾燥区，全期間3rC乾燥区が梢々多く，全期間

20．C多湿区が特に劣つていたが他区間には大きな差はな

かつたρ球榎の収穫総重量では温度，湿度の処理が一定

の煩向を示していない。球根生産を目的とした栽培を行

う場合，各内仔球をそれぞれ平均に肥大さして繁殖用に

有効な球根を数多く望む場合と，中心内仔球を特に肥大

させることを望む場合とあるが，仕上球を脚、’ての栽培

の性質上其の目的は後者であり，他の仔球の肥大は望ま

ず特に中心内仔球の肥大に重点をおくわけである。この

様な観点から申心内仔球について分散分析を行つた結果

は処理区間に5％水準で有意差が認められるので，処理

区相互の優劣を判定したものが第8表である。

　この結果よりすれば全期間20◎O乾燥区と花芽分化後25

．O多湿区が最も優り，次いで花芽分r膿2『O乾燥区で

あり、更に花芽分化後25．O乾燥区，全期間25．C乾燥区が

之に次ぎ，30．Oの各処理区は共に最も劣つた。

小球…貯蔵条件と収量との爵係は第9表の如くである。

即ち分球数では全期間3『O乾燥区，花芽引ヒ後30．O乾燥

区，花芽分化後25◎C乾燥区がや㌧稿々多い。

　球榎の収穫総重量では仕上球と同様に温度，湿震…の間

に一定の傾向は示さなかつアこ。小球の栽培も申心内仔球

の肥大を目的としているので，仕上球と同様に分散分析

した結果は各処理区間に有意差が認められ，各処理区間

の優劣を判定したものが第10表である。



全期間
20℃
多湿

全期間
20．C
多湿

全期間
20．C　○
乾燥

花蕃分化

誰20．O　X
多湿

花等分化

’2rC　○
乾燥

全期間
25．C　×
多湿

全期間
25．C　×
乾燥

花芽分化

25．O○
多湿

庄菩分化

後25oC○
乾燥
全期間
30．O　×
多湿

全期間
30．C　×
乾燥

花誓分化

後30．C　x
多湿

花等分牝

後3ぴC…×
乾燥

○優
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全期間
20℃
乾燥

第8表
花導分化

後20．C

多湿

貯　蔵　区　分

×

○

＼

X

×

X

轡

貯蔵条件に依る中心内仔球の肥大優劣判定表（仕上球）

花等分化

後20oO
乾燥

全期間
25．O
多湿

×

○

＼
、

×

×

○

×

×

×

全期間
25．C
乾燥

×

X

×

×

×

　＼

」×

×

鉦

花菩分化

後25．O

多湿

鱈劣　　×．有，慧差なし

　　　第9表　貯蔵条件

全期間20．C多湿

全期間20．O乾燥

花芽分化後20．C多湿

花芽分化後20◎O乾燥

全　期　間25oO多湿

全期間25．C乾燥

花芽分化後2デO多湿

花芽引ヒ後2デC乾燥

全期間30．O多湿

全’期　間30．C乾燥

花芽分fヒ後30℃多湿

花芽分化後30．C乾燥

収穫球根総
重量
（50株）（g）

1．／99

1．291

1．174

1．／83

1，ろア6

1，2ア5

1身473

1，41ア

1．505

1．461

1，ろろ9

1，301

中心内仔球

平均重量
　　（富）

22．74

23．69

21．25

21．53

26．79

23．10

26．40

25．71

22．54

22．02

21．79

22．34

花等伊他

後25．C

乾燥

全期間
30bO
多湿

＼

×

○

○

×

○

○

＼

×

X

×

全期間花翰化
30oC　後30oC

乾燥多湿

、×　　×

○　　○

○　　○

○　　○

×　　　X

○　　○

○　　○

○　　○

×　　　　×

＼
＼　　　X

＼

と収量　　（小球）

花事分化

後30．C

乾燥

×、

○

○

×

○

○

○

×

×

＼
＼

優

0

7

’
4

6

0

4

7

5

0

0

0

収穫株数に対する規格別割合％
12c皿
以上

11，8

25，0

17．6

5，0

70．6

／ア。ア

45，0

44，4

10，6

／5．8

5。ろ

1／、8

11～12
Cn1

47，0

50，0

47・1

35，0

17，6

47，0

40，0

38，9

36，8

36，8

42，1

35，3

10～／1

Cn1

29，4

15，0

11，8

55．0

5，9

29，4

／5，0

11，1

42国1

21．1

ろ6，8

41．2

8■㌣8
1’1，8

10，0

23．5

5．0

5．9

5．9

5，5

21，0

63．1

ろ1，6

11．8

5．0

5，9

20，0

5．9

5，9

15．0

5，5

73．7

5，3

36，8

29．4

守艀
82，4　41．2

／00，0　ろ0，0

82，3　41，2

50，0　50．0
。。．一杁。

88，252，9

95，0　30．0

105，5　61，1

63，1　47，4

84，2　2／。0

57，9　21，0

94，1　47．0

一65一

（ら％水準）

合計

223．6

235．0

229．4

220．0

235，2

24ア。0

240．0

2ア2．0

274．7

247．3

231．5

270．6

劣

4

0

3

0

2

0

0

0

6

6

6

有意差

無し

5

88，2

90，0

76日5

95，0

94，1

94、て

／00．G

94邊4

89，5

73，7

84，2

88．6
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第10奉 貯蔵条件に依る中心内仔球の肥大優劣判定表 （小球）　　　　（5％水準）

全期間
20．C
多湿

全親間
20oC
乾燥

花芽分化

後20．O

多湿
花誓分化

後20◎O

乾燥
全期間
25℃
多湿
全期間
25℃
乾燥

花導分比

後25．O

多湿
花等分化

後25．O

乾燥
全期間
30bC
多湿
全期問
．30bC

乾燥
花菩分他

■後3rC

多湿
花芽分托

≡後3『O

乾燥

全期間
20．C
多湿

○

×

×

○

×

○

×

×

×

全期間
20◎C
乾燥

×

×

○

×

×

X

X

花誓分化

後20．C

多湿

×

×

＼

＼

×

○

×

○

×

×

花等分化

後20oC
乾燥

×

X

×

＼

○

×

○

×

×

×

×

全期間
25℃
多湿

全期間
25℃
乾燥

花誓分化

後25．C

多湿

花等分化

後25．C

乾燥

全期間
30℃
多湿

全期間
30oC’

乾燥

×

X

一×

×

○

×

○

X

×

＼

．＼
＼

×

花芽分化

後30．C

多湿

×

×

X

×

○

X

○

○

＼

×

花芽分化

後ろ0◎O

乾燥

×

×

×

×

X

×

×

×

∵＼

＼

優

0

O

0

9

7

3

0

0

0

0

劣

・3

ろ

5

0

0

2

2

き

2

有意差
無　し

8

g　I

8

8

2

10

4

8

9

9

8

9

○慶　　㊧劣　　X有意差底し

ての結果から全期間25．C多湿区が最も優り，次いで花

芽分化後25．C多湿区であり，20．C，3rOの各処理区のも

のは何れも劣つた。

　　　　　　　考　　　　察

　我が国のチユHリツプ収穫後の種球貯蔵期は，梅雨あ

けと共！こ著しい高温となり，更に空中湿度は異常に乾燥

したり多湿になつたりする。このタト界条件により球根内

のNOSE，内仔球が影響を受けることは当然である。今

回行つた実験でも貯蔵期間中の温度，湿度の影響を受け，

開花勢，切花価値等に対しては正比例して来ている。

　然し球根の収量に対しては必づしも貯蔵中の水分減量

NつSEの発育，仔球の発育がそのま㌧比例して来ていな

い。このことは先にC1a蝸Buttの仕上球を用いて倉岡，吉

野が行つた結果と再び一致しているが，小球については

乾湿に対する影響を受けやすく，極端な長期乾燥は球根

を消耗させ収量に迄ひゾく様である。

　花芽の形成率については貯蔵中の温湿度たけで決定さ

れるものでなく，球榎中の貯蔵養分などの影響もあつて

異つて来るものであるが，やはり貯蔵昼湿度も重要な要

素となり，花芽形成に不都合な温湿度下では葉芽だけに

終るものである。現在迄大球で調査された結果では，

20．Oが花芽分化の適温であり，これより温度が高くなれ

ば分化が阻害されるとされている。しかし小球の場合は

1大球と趣が変り，豊田氏も15．O，20．C，25．Cの温度下で

BeuaDo㎜aを6月25日～8月15日ρ間貯蔵した結果，花

芽の形成率は15．Oで6ア・ろ弧2ぴOで90％，25oCで98％で

あつたと述べ筆者等の行つた結果と同じ慎向にある。花

芽形成を行わず葉芽たけに終つたものは所謂　枚葉とな

り，翌隼この株から収穫した球根は黒玉（叉は丸玉とも

呼ぶ）となる◎

　この黒玉は圃場で開花しなかつたので商品性を有せず

販売球から取り除かれる。之の多発をみれば経済的に甚

だ不利となる。貯蔵処理を行うに当つて，花芽形成を行

うか否かの隈界にある小球では，花芽形成をさせる適当

な方法を研究する必要があり，この究明により花芽形成
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を終つた後に適温湿度下に貯蔵するようにせねばならな

い。

　仕上球及び小球を種球としての栽培目的は，平均した

大きさの数多くの球根を求めるのでなく，他の仔球は小

さくてもよいから中心内仔球を特に肥大さすことであ

る。本実験より中心内仔球の肥大の良好であつたものを

諸現象よりその原因を調べてみると，仕上球では葉面積

の大小が最も大きな要因になつておるようであり，その

葉面積も中心内仔球が附着している茎葉であることが必

要である◎小球の場合は各現象に平均して良い生育を示

し，特に極端な長期乾燥による球根の消耗を受けていな

いことが原因となつているようである。この様な結果か

らして中心内仔球の附着している葉の面積を大きくする

貯蔵条件として仕上球では全期間20oC乾燥区が最も目的

に合致し，次いで花芽分化後20．C乾燥区，花芽分化後

25．C乾燥区，全期間25．O乾燥区と続き，低温乾燥区程葉

面積大で申心内仔球が肥大する傾向にある。こ一の煩向に

対して花芽分化後25◎O多湿区が意タトに好結果を示してい

ることは更に追試してみなねぱ肯定するわけに行かぬと

思われる。小球では水分の強奪を受けず各生育現象に平

均した生育を行う全期間25oC多湿区，花芽分化後25．O多

湿区の内，黒玉発生の少ない花芽分化後25．O多湿区のも

のが最も目的に副うものと云うことになる。なお多湿区

より乾燥区の方が地上部の生育で葉幅が広くなつて行く

原因については不明であるのでその機構の究明は今後検

討する必要がある。

　　　　　　　　摘　　　　要

　（1）大球性品種Wi11ia皿Pi枕を用い，全期間20．C多湿

区，全期間20◎O乾燥区，花芽分化i麦20．O多湿区，花芽分化

後20．C乾燥区，全期間25◎C多湿区，全期間25．O乾燥区，花

芽分化後25．C多湿区，花芽分化後25．C乾燥区，全期間3rC

多湿区，全期間30．C乾燥区，花芽分化後ろ0◎O多湿区，花

芽引瞭30oC乾燥区（多湿区，95～98％，乾燥区55～60

％）の12区を作り貯蔵条件によつておこる斉種の現象を

調査した。

　（2）花芽形成するか否かの隈界にある小球では低湿程

花芽形成率が低く，叉温度が高＝くても長期の乾燥による

球根の消耗は形成率を低下させる。

　（3）申心内仔球の肥木は仕土球では低温乾燥で貯歳さ

れたもの程よい結果を示し，全期間20．O乾燥区最も優り

花芽分化後20．O乾燥区，花芽分化後25oO乾燥区，全期25

．O乾燥区の煩に優れ30oC貯蔵の各区は最も劣つた。

　小球では貯蔵中極端な長期乾燥牽受けて球根が消耗し

たものは悪く，全期間25．O多湿区，花芽分化後25oO多湿

区の順に優り，30．C，20oGの各区のものは劣つた。
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　　　　　　　　　Sumrnary

（／）We　inYestigated　t11e　effect　of　the　con砒ion

　du11nσ　stoIage　on　，Vl1Han1　P1ttマaI1etア　and．　t≡he

expen㎜肌ta1pユots　were鯛fouows1Wet　hu皿1舳y

　（95－98％）　and　through　the　strage　period　20◎，25o

and3ぴC，Dry　hu皿蛆ity（55－60％）and　through

the　s虹age　period　20o，25o　and30oC，Vτet　hu］］ユidity

狐d批・・fIow・・b・tdiff・・enti州on20◎，25㌦nd30て1，

　Dry　hu皿idity　and　a批er　fヱower　but　d一雌eren尤i＆tion．

　20◎，25◎and30oC一

（2）　Low　te皿per銚ure　treat皿ent（2『C）d－uring　st蝸ge

　period　checked－the　i1ower　bud　d一雌erenti就ion　of

　sエ皿a11bu1b。

（3）　　Low　te皿pe工a1tuヱe　and　dヱアhun1d1y　condユt1on　a1e

thought　to　be　good　ior　the　deYe1opnユent　of　inner一

皿0st；Yegetati0工1point　as　to　nユidd1e　cIass　bu1b，ana

皿iddユe　te皿perature（25od）　and　wet　hunユidity　are

suitab1e　for　s皿au　cIass　bu1b．




